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１．日高港の概要

日高港

和歌山下津港

和歌山県

文里港
新宮港

湯浅広港

由良港

日高港は、和歌山県のほぼ中央に位置し、製材業が重要な地域産

 

業である。その原材料となる木材については、大半を外材に頼って

 

おり、昔からの港湾施設は水深が３．５m（西川地区）しかなく、県外

 

から小型船（１９９GT）による海上二次輸送を余儀なくされている状

 

況である。また、施設は老朽化しており、背後地域も狭隘で、荷役機

 

能や環境面での問題が生じている。
そのため、物流拠点機能を強化するために、新たな港湾施設整備

 

が進められ、最大３万トン級の大型船舶に対応できる岸壁を有した

 

多目的国際ターミナルの暫定供用が平成１６年４月に開始されたとこ

 

ろである。
また、日高港は避難港全国配置計画で避難泊地の確保が定めら

 

れており、航行船舶の安全性も求められている。

１）日高港の概要
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塩屋地区

西川地区の現況

西川地区



昭和２５年

 

：港湾法に基づき地方港湾の指定
昭和５８年

 

：港湾法に基づき重要港湾の指定・港湾計画の策定
昭和６０年

 

：関西電力御坊火力発電所の運転開始
平成

 

４年

 

：港湾計画（一部変更）
平成

 

９年

 

：港湾計画の改訂
平成１６年

 

：日高港塩屋地区供用
多目的国際ターミナル暫定供用（水深10m）

平成１９年

 

：新エネルギーパークオープン
平成２０年

 

：植物防疫港に指定

３）港

 

勢
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千トン
公共貨物

専用貨物

合計

日高港貨物量の推移

日高港
塩屋地区供用

日高港

 

多目的国際ターミナル

【日高港新エネルギーパーク】

岸壁(-12m）

２）経

 

緯

利用状況→
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２．事業の目的

１）本事業の目的

○紀中地域の産業競争力に資する物流拠点の形成
○航行船舶の荒天時の海難の減少のための避難泊地の確保
○背後地域への浸水の防護

２）評価対象施設の概要

 

和歌山市

大阪府

海南市

下津町

有田市

和歌山県

御坊市

田辺市

日高港

徳島県

小松島市

徳島市

淡路島

兵庫県

日高港位置図

紀

伊

水

道

0 10 20 30 40 50km

Ｎ

Ｎ

泊地(-12m)

防波堤(Ａ)

岸壁(-12m)

護岸(防波)

関西電力御坊発電所

防波堤(西)

関連施設

中心施設

防波堤(B)

防波堤(C)

道　路

埠頭用地
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対象施設 数量 事業区分

岸壁（－１２ｍ） ２４０ｍ 直轄 H  5d ～ H 14d

泊地（－１２ｍ） １７８千㎡ 直轄 H  6d ～ H 24d

護岸（防波） １７２ｍ 直轄 H  6d ～ H 13d

防波堤（西） ２０ｍ 直轄 S 60d ～ H   9d

防波堤（西） ３８０ｍ 直轄（エネ） H 11d ～ H 17d

防波堤（Ａ） ４６０ｍ 直轄 H 13d ～ H 20d

防波堤（Ｂ） １７０ｍ 補助 H 14d ～ H 16d

防波堤（Ｃ） ６０ｍ 補助 H 14d ～ H 17d

埠頭用地 ３．６ｈａ 起債 H   9d ～ H 17d

道路 １，４３７ｍ 補助 H   5d ～ H 14d

事業期間



３．事業の経緯及び進捗

昭和６０年

 

：防波堤（西）に整備着手
平成

 

４年

 

：港湾計画（一部変更）で岸壁（－１２ｍ）を位置付け
平成

 

５年

 

：岸壁（－１２ｍ）に整備着手
平成１６年

 

：多目的国際ターミナル暫定供用（水深１０ｍ）

平成１５年度の再評価後、５年継続事業として今回再評価を
行うものである。

３）事業の進捗状況

単位：億円

全体事業費

 

：１７２．６億円
既投資額

 

：１４６．９億円

事業進捗率

 

：８５％（平成２０年度末）

１）経

 

緯

２）再評価に至る経緯
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施設名 事業期間 事業費 既投資額 進捗率
岸壁（-12m） H5～H14 33 33 100%
防波堤(西) S60～H17 26 26 100%
防波堤（Ａ） H13～H20 20 20 100%
泊地（-12m） H6～H24 73 47 65%
護岸（防波） H6～H13 10 10 100%
防波堤（Ｂ） H14～H16 4 4 100%
防波堤（Ｃ） H14～H17 2 2 100%
臨港道路 H5～H14 1 1 100%
埠頭用地 H9～H17 4 4 100%



４．社会経済情勢の変化

１）日高港背後圏における製造業の動向

■製造品出荷割合（H18）

■製造品出荷額の推移

出典：工業統計調査（和歌山県）

（単位：億円）

取扱貨物の背後圏

木材業は、日高港背後圏において、主

 

要な産業であり、特に直背後の御坊

 

市においては、製造業の約２０％を占

 

めている。また、背後地域の製造品出

 

荷額については、近年ほぼ横ばいで

 

推移している。

御坊市
田辺市

19%

15%
11%

11%
35%

9%

木材

プラ製品

金属

一般機械

食料

その他

61%

11%
5%4%

18%

食料

木材

金属

プラ製品

その他

紀南

紀中

紀北

日高港

御坊地区
（御坊市、日高郡）

文里港

田辺市

200

400

600

800

1,000

1,200

H14 H15 H16 H17 H18

御坊地区（御坊市・日高郡） 田辺市

※H14～H16の田辺市の値には、合併前の龍神村・中辺路町・本宮町・大塔村の値も含む
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平成１６年度に供用した岸壁（ｰ12m）貨物取扱量の推移
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日高港公共貨物の推移

日高港
塩屋地区供用

２）日高港の取扱貨物量の動向（公共）

日高港の取扱貨物量については、塩屋地区が供用した後、年々

 

増加傾向にあり、多目的国際ターミナル（岸壁（－１２ｍ））での取

 

扱貨物量も徐々に増加している。
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３）日高港における最近の動向

 

植物防疫港に指定

日高港へ海外から木材等を輸入する際は、他港で植物検疫を受

 

けた後で機帆船（１９９級）に積み替えて、日高港に二次輸送をし

 

ている。この平成２０年１１月１１日に、農林水産省より日高港が

 

「植物防疫港」に指定され、今後は直接日高港に入港し荷揚げが

 

可能となる。指定を受けたことは、関税法上の「開港」に向けた大

 

きな前進であり、日高港の利用促進、輸送コストの削減等利便性

 

向上に繋がる。

北米等北米等

ト
ラ
ッ
ク
輸
送

ト
ラ
ッ
ク
輸
送

現状現状

指定港後指定港後

御
坊
市
内
等
製
材
所

御
坊
市
内
等
製
材
所

尾道糸崎港尾道糸崎港
等等

日
高
港

日
高
港

北米等北米等

尾道糸崎港尾道糸崎港
等等

尾道糸崎港

徳島小松島港

日高港

北米等の港

阪南港

物流コストが高騰

尾道糸崎港

徳島小松島港

日高港

北米等の港

阪南港

物流コストが高騰

北米等の港

日高港

阪南港

徳島小松島港

大型船直接入港による
コスト縮減

北米等の港

日高港

阪南港

徳島小松島港

大型船直接入港による
コスト縮減

●「植物防疫港指定後」の貨物の輸送形態イメージ

大型外貿船
直接入港

現状

●「開港後」の貨物の輸送形態イメージ

積み替え

積み替え

積み替え
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４）中国大連港との社会実験の取組

平成１８年度から、御坊市において、日高港振興を目的に、御坊

 

商工会議所が事業主体となり、大連港への木材輸出等の社会実

 

験を進めている。社会実験では、輸送ルート、コスト、現地取引業

 

者の発掘、木材ニーズを把握し、実際の流通に繋げるための調

 

査を実施している。

日高港 大連港

スギ、ヒノキ

家具

５）背後地域で建設が進められている風力発電等の動向

日高港背後地域で計画・事業化されている風力発電等の資材は、

 

海外からの輸入品目であり、複数の企業により、約１００基の計

 

画があり、今後１０年程度は継続して取り扱われる見込みである。

風車設置状況：HPより

日高港

日高港周辺の計画箇所

風力発電計画

 

位置図

社会実験の取組イメージ
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６）クルーズ船等の寄港によるにぎわいの創出

平成21年1月3日

 

日高港に入港した「ふじ丸」

平成１６年度の多目的国際ターミナル（岸壁（－１２ｍ））の供用によ

 

り、大型旅客船の寄港が可能となり、港周辺において、新たなにぎ

 

わいが創出されている。

平成16年11月 にっぽん丸
平成18年

 

9月 帆船 あこがれ
平成19年

 

1月 ふじ丸
平成21年

 

1月 ふじ丸

【日高港への主な寄港実績】

平成１６年度の日高港塩屋地区の供用に併せて、港湾関連業者等、

 

新たな企業進出の動きが見えている。

（株）嶋造船所（H15契約）

（株）紀和商店（H17契約）

岸壁（－１２ｍ）

７）新たな進出企業の動き
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８）社会経済情勢のまとめ

●日高港の取扱貨物量は、平成１６年度の塩屋地区供用に
伴い、徐々に増加傾向にある。

●平成２０年１１月に日高港は、「植物防疫港」に指定され、
利用促進・輸送コストの削減等利便性向上に繋がる新た
な動きが出ている。

●近年、中国大連港との社会実験を通し、木材輸出の実施
に向け検討を進めている。

●日高港背後で多数の風力発電等が計画・事業化されて
いる。

●クルーズ船等の寄港や、日高港への新たな企業進出等、
日高港周辺へのにぎわいが創出されている。

- 10 -

日高港は、新たな物流拠点として、
重要な位置付けとなっている。



５．費用便益費の算定

１）プロジェクトと便益項目の抽出

プロジェクトの整備

ターミナル
の混雑緩和

・排出ガス
等の減少

・沿道騒音
等の軽減

①輸送コスト
の削減

②CO2排出量の
削減

③海難の
減少による
安全性向上

・輸送の
信頼性向上

・係留の
安全性向上

期待される効果期待される効果

物流の効率化
・陸上・海上輸送距離の短縮

・大型船の寄港

（貨幣換算を行う）

地域社会・経済の発展

避難泊地の

 

確保

浸水の
防護

④浸水被害
の回避

地域住民の
安全と安心
感の向上

（貨幣換算を行わない）

２）事業効果による便益計測
【対象貨物量の設定（プロジェクト完了時）】

輸出t 輸入t 移出t 移入t 計

11,976 155,189 30,231 0 197,396

0 0 38,461 0 38,461

0 1,856 0 0 1,856

0 0 11,214 0 11,214

0 0 0 30,000 30,000

11,976 157,045 79,906 30,000 278,927

取扱品目

原木

製材

産業機械

木材・チップ

砂・砂利

計
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※実績及び利用企業からのヒアリングにより設定



【大型船入港による原木輸送の効率化】

日高港（荷主）

阪南港

徳島小松島港

文里港（荷主）

WITH時

WITHOUT時

輸送コスト削減額

 

3.33億円／年
※プロジェクト完了後（H25～）の設定

30,000DWT

199GT

【複合一貫輸送への効率化】

輸送コスト削減額

 

2.14億円／年

WITH時

WITHOUT時

日高港

関東方面
工務店

荷主

関東の港

尾道糸崎港

北米等
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【紀州材輸出の輸送効率化効果】

WITH時

WITHOUT時

輸送コスト削減額

 

0.63億円／年

原木のくん蒸

荷主

中国：大連港

【産業機械の輸送効率化効果】

WITH時

WITHOUT時

大阪港

和歌山下津港

日高港

輸送コスト削減額

 

0.05億円／年

荷主

往復輸送距離：94km

往復輸送距離：40km

諸外国の港

和歌山下津港

日高港
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【木材チップの輸送効率化効果】

WITH時

WITHOUT時

輸送コスト削減額

 

0.24億円／年

荷主

往復輸送距離：190km

往復輸送距離：70km

国内の港

WITH時

WITHOUT時

輸送コスト削減額

 

1.13億円／年

【砂利・砂の輸送効率化効果】

和歌山下津港

日高港

日高港（荷主）

和歌山下津港

国内の港
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泊地(-12m)

関西電力御坊発電所

防波堤(西) 防波堤(B)

防波堤(C)

防波堤(A)

-12

-14

-16
-18

-10
-8

Ｎ

【海難の減少による安全便益】

避泊可能域

海難の減少に伴う損失回避額

 

4.71億円／年

WITH時 1隻分の避泊水域を確保

浸水エリア

【浸水被害の回避便益】

浸水被害の回避額

 

2.03億円／年

防波堤

浸水エリア

WITH時WITHOUT時
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【大型船入港による原木輸送の効率化】

輸送コスト削減額

 

2.21億円／年

残事業便益

WITH時

WITHOUT時

30,000DWT12,000DWT

北米等

文里港

日高港

199GT
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３）費用対効果分析結果
【事業全体の投資効率性】

【残事業の投資効率性】

現在価値換算後

便 益（B） ２８５．２億円

費 用（C） ２１６．６億円

費用対便益（B／C） １．３

現在価値換算後

便 益（B） ３８．８億円

費 用（C） ２１．７億円

費用対便益（B／C） １．８

●

 

便益の算定（割引前）

●

 

費用対効果分析結果

●

 

費用の算定

●

 

費用対効果分析結果

プロジェクトの総事業費

 

172.6億円（税込）

既投資額（H20d末）

 

146.9億円

進捗率

 

85.1%

輸送コスト削減便益

 

319.8億円

安全・環境便益

 

304.9億円

残存価値

 

27.5億円

●

 

便益の算定（割引前）

●

 

費用の算定
残事業の総事業費

 

25.7億円（税込）

輸送コスト削減便益

 

90.5億円

残存価値

 

6.4億円

（参考）前回評価時

 

費用対便益＝１．７
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６．今後の事業進捗の見込み

７．コスト削減や代替案立案等の可能性

１）コスト縮減への対応

日高港塩屋地区多目的国際ターミナルは、平成１６年の

 

供用開始から、順調に取扱貨物量が増加してきており、

 

平成２１年度には大型船舶の入港が予定されている。た

 

だ、現状では大型船において吃水調整等が必要なため、

 

物流の更なる効率化を目指し、平成２４年度完成に向け

 

て泊地の浚渫を継続する。

これまでも、第一線防波堤の構造形式において、経済性

 

も十分に考慮した形式を選定するなど、コスト縮減に努

 

めており、今後とも、効率的な浚渫手順や工法の検討等

 

により事業費の削減に努めて参りたい。

２）代替案の検討

大型船による物流の効率化を行うために、現行計画の水

 

深－１２ｍへの増深による多目的国際ターミナルの整備

 

が適切である。
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８．対応方針

１）事業の必要性

２）事業進捗の見込み

◆対応方針（原案）

事業継続

日高港塩屋地区多目的国際ターミナルの整備により、船舶の大型化等

 

に対応した施設が充実し、物流の効率化や、クルーズ船の寄港、企業

 

立地等を含めた地域振興、背後圏の経済の活性化が見込まれる。
日高港は平成２０年度に植物防疫港となり、開港へ向け大きな前進を

 

遂げたところである。引き続き、事業を推進し、平成２４年度完成を目指

 

す。

日高港の背後圏には、製材業が重要な地域産業であり、取扱
量は近年ほぼ一定で推移している。

原木本船が入港できることにより、輸送コストの削減が行え、
地域産業にとっての効果は大きい。

船舶の大型化に対応した施設整備が望まれている。

大型船舶の効率的な入港を行えるよう、平成２４年度の完成

供用に向けて泊地の浚渫を継続する。
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